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1.　不 織 布 は軽 く，通 気 性 に富 み, 方 向 性 が無 い な ど，

従 来 の織 物 に は 見ら れ ない 多 く の長 所 を持 っ てい るC 家

政 学雑 誌Vol.  11 Ｎ０. 5, Vol. 12 N0. 4 に 発 表）。 し かし ，

衣服 材 料 とし て用 い た場 合， 身 体 に なじ ま ず被 服 の美 観

を損 ね る きら い があ る。 不 織 布 の 用 途 が芯 地 か ら外 衣 へ

と 開発 さ れっ つあ る今 日， こ れ は衣 服 材 料 とし て一 つ の

欠 点 と考 え ら れ る の で， 被 服 形 成 態 につ い て二 ， 三 検 討

を 加 え て み た 。

2. 実 験試 料 は 市販 不織 布 数 種 。 円形 に 裁 断 し た 試 料

布 を 円板 上 に か ぶせ ， 垂 下し た布 端 がっ く る投 影 面積 か

ら ド レ ー プ係 数 を測 定 。 つ ぎ に 市 販 柔軟 剤 数 種 を 用 い て

処 理し ， そ の ドレ ー プ係 数 を 求 め， 原 布 の そ れ ら と 比 較

し て み た 。 ま た ，柔 軟 性 に つ い て 垂 下 法 に よ り 測 定 を 行

な っ た 。

3.　1 ） 不 織 布 は 概し て ド レ ープ 性 が小 さい 傾 向 が認

め ら れ る 。

2） 不 織 布 の柔 軟 処 理 は， そ の ド レ ー プ性 向上 に

効 果 の あ る こ とが 認 めら れ た 。

3） 不 織 布 は 比 較 的 硬 く ， 柔 軟 性 に や や 欠 け る 傾

向 が 認 めら れ る。


